
 

都道府県名：兵庫県 市町村名：淡路市 

１ 活動名 「井手里山を守る会」が島外の森林ボランティアと協力して地域の里山林の保全

活動を実施！ 

２ 取組の背景、目的 

   淡路市井手地区では、野生動物被害の温床となっている放置竹林が拡大しており、地域の

里山を守っていくことが重要な課題となっています。そこで、平成 21 年度に里山ふれあい

森づくり（住民参画型）事業（県民緑税を活用した事業）を導入して、里山の保全活動に取

り組んできています。 

また、活動の輪を拡げるため、都市住民との交流を積極的に推進し、島外の森林ボランテ

ィア団体（医薬品会社：ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ）との協力を得て、持続できる里山保全活動に取り組んで

います。 

なお、里山の保全活動だけでなく、井手地区の農産物の販売など都市と農村との交流にも

大きな役割を果たしています。 

３ 実施主体 

  井手里山を守る会（兵庫県淡路市井手） 

４ 取組の概要 

   井手地区住民15名が中心となって、井手里山を守る会を組織し、地域の放置竹林約2.5ha

の保全管理の活動を行っています。 

    主な、取組活動は次のとおりです。  

・放置竹林の竹の伐採から搬出 

    ・伐採した竹から竹炭を作り、竹炭の有効利用として畑や川に利用して、農作物の生育や

水の浄化に活用している。 

    ・この里山を地域の憩いの場として利用するため、新たに遊歩道や桜の植栽などをして、

里山周辺の環境整備も行っている。 

  

５ 支援事業 

   平成21年度里山ふれあい森づくり（住民参画型）事業（県民緑税を活用した事業） 

６ 取組等についての成果や課題 

 里山保全活動の取組みにより、新たな地域の核となる森林ボランティア団体が生まれ、里

山の環境整備が進んでいる。 

   今後、この取り組みを継続するためには、行政等の側面的な支援が必要である。 

   また、地域で活動する新たな会員の加入や森林ボランティアの育成が課題である。 

 

 


